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【特集】大学と新しい学び

は扱いにくい『日常』の論理をうまく表現することを目指し
てきた」経緯があり、実はAIとの親和性が高い。
　いま村上氏は「AIを社会実装したときにどういう問題が起
こるか？」「技術を社会実装する際の情報教育をどうするべき
か？」といった課題に取り組んでいる。
　「AIの社会実装については、さまざまな問題があり、かなり
慎重に進めていく必要がある」と村上氏は警鐘を鳴らす。理
由の一つが、AIが扱うデータの信頼性だ。
　「データを取る段階で、項目の設計などには必ず恣意性が入
り込みます。また、データのフィルタリング方法が悪かった
り、調査に回答する人が自分の考えをきちんと言語化できて
いないなど、データが現実を反映できていない例も数多くあ
ります。AIの普及でデータを取扱う人が大量に参入してくる
と、その点の配慮なしに分析が進み、巨大な数字の独り歩き
が起こってしまいかねません」
　「どんなにAIが発達し、社会実装されても、『問題があるか
ら使用しない』とユーザに『使用しない』という選択の余地が
ないサービスには細心の注意が必要で、その代表的な分野が
教育です。こうした分野には必ず人間の判断が必要で、それ
なしに教育データをさまざまな分析、とくに教員や生徒の管
理に使うのは、失うところのほうが大きいでしょう」
　そうした現代の必修科目として、「データサイエンスの基
礎についてはやはり全員が学んでおくほうがよい」という。
　「AIの実装後も人間として判断すべき場面が数多くある中
で、情報技術や情報科学に関する基礎的なリテラシーなしに
は善し悪しの判断すらできないからです。といっても『道路
交通法を全く知らずに街を歩かないでほしい』という程度の
ことであって、自動車整備士になるほどの知識が必要だとい
う意味ではありません。大学卒業者全員に心得ておいていた
だきたいのは、データ分析の特性やコンピュータの挙動の基
本を知るとともに、日常生活や職業生活を送るうえでどのよ
うな場面でAIが使われているのか、どのような問題が発生し
ているのか、現在ではまだ現実のものにはなっていないがど
のようなリスクがあるのか、ということ。またこうしたこと
は、すでに学校を離れてしまった人々にも何らかの形で届け
なければいけないと考えています」

社会人が大学と社会を行き来することが
若者に刺激を与え、社会を変える

　大学としては「18歳世代に向けてどのような教育を提供す
るか」を考えることはもちろんだが、村上氏が感じているの
は、「重要なのは生涯教育であり、社会人をどう学問の場に取
り込んでいくか」ということだ。
　理由の一つは、そのほうが社会にとってのインパクトが大
きいからだ。
　「学生が高度な知識を身につけて社会に出ても、いきなり最
先端のプロジェクトに参加させてもらえることはまずありま
せん。一方で、管理職経験を持つ社会人が大学で学べば、仕
事の場に戻ったとき、すぐに重要なプロジェクトに取り組む

ことができます。管理職の立場から若手社員に呼びかければ、
若手が呼びかけるのとは広がり方も全く違います」
　村上氏の所属する立教大学大学院人工知能科学研究科は、
もともと社会人のリスキリングを目指す研究科として生まれ
たという経緯もあって学生の半分を社会人が占める。社会人
学生が学びやすいよう、授業は平日6限と土曜日に設定され
ており、オンライン授業の比率も高い。実際、働きながら学
んでいる人がデータサイエンスに近いところで活躍する例は
増えてきているそうだ。
　そして、こうした社会人学生の存在は若い学生にとっても
大きな刺激となる。「社会に出たことのない学生が、『社会人
はこのようなものの見方をするのか』と、同世代の学生と学
ぶだけでは得られない視点を得ているのを感じます」
　とはいえ、日本全体で見ると社会人学生はまだ非常に少な
い。「これはカリキュラムにも問題があって、定員制を取って
いる限り社会人の取り込みは難しいと思います」と村上氏。
ちなみにアメリカでは、授業料が単位ごとに設定されている
ので、パートタイムの学生が通いやすく、それが社会人の学
びやすさにもつながっているという。

「専門分野を少し引いて見る」ことの重要性と、
大学の多様なネットワーク

　産業界からは、幅広い知識を持ち、かつ専門性もあって将
来の諸問題に対応できる、ある種の汎用性のある人材への要
請が高まっている。しかし、それには、狭い専門分野だけを
見るのではなく、「専門分野を少し引いて見る」ことが、大学
や地域社会にさまざまな変化をもたらすために重要なポイン
トだと感じている。
　「18歳で大学に入り、幅広い分野をリベラルアーツ的に学
んだ上で社会に出て、『何でも屋』として経験を積み、必要な
ときに大学に戻って専門性を磨く、という形が理想的なのか
もしれません。とはいえ、それぞれ得意不得意もある中で、
何もかもを一人で学ぶのは難しいのも事実です」と村上氏。
それを補う機能として重要なのが「大学で生まれるネット
ワーク」だと指摘する。大学の中にいると当たり前のことな
ので気づきにくいが、多様な分野の専門家が一堂に会する状
況は、とても貴重なものなのだ。先ほど、生涯教育の話題に
もあったように、人のつながりが広がれば広がるほど、「実社
会に出たあと、『この分野ならあの人かその知り合いに聞け
ばわかる』という仲間がいれば、自分の得意でない分野につ
いても十分にカバーができるからです」
　こうしてネットワークの重要性に着目してみると、「その
形成に大きく寄与していたのがサークルなどの授業外活動
だった」と村上氏は振り返るが、残念ながらコロナ禍により
今はその機能も弱まっている。では、従来のネットワークが
失われつつある中、それでも何らかのネットワーク機能を維
持するには何が必要なのか？そのために有効なのが「共通言
語」であり、実はデータサイエンスを学ぶ意味はこの点にも
あるというのが村上氏の考えだ。

AIのような、これまでにない要素が席巻する
社会の中での教育

　村上氏の専門である論理学は、さまざまなシステムをつく
り、その性質を明らかにする学問だ。伝統的には文系のイメー
ジもあるが、現代論理学は数理化が進んでいて、より数学的
になっている。村上氏自身も、文系で大学に入学し、そのあ

とで数学の面白さを知ったために論理学の道に進んだという
経緯がある。
　「しかし、数理論理学は非常に厳格なのですが、文脈と無関
係なことしか記述できません。AIの社会実装という文脈でい
うと、ガイドラインやルールの整合性チェックには役立つも
のの、どういうルールがよいかという課題には向きません」
と村上氏。これに対して、哲学における論理学は、「数学的に

【特集】大学と新しい学び

科学技術によって拡張される社会で
広がる「新しい学び」とは
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AI が社会に実装され、経済、医療、教育等さまざまな分野で急激な変化が進む現代。

科学技術の進歩を社会の豊かさにつなげていくために、大学はどのような取組を進めていくのか。

学生はそこからどのような力を身につけるのか。

AI 活用に不可欠な日常に即した推論モデルの構築に取り組み、

このデジタル社会に対しても独自の視座を持つ村上祐子氏に、

これからの大学における新しい学びを語っていただいた。
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【特集】大学と新しい学び

　「理系学生の場合はこれまでも、線形代数など大学の1、2
年のカリキュラムは従来からほぼ全員に共通であり、それを
共通言語としてコミュニケーションを取ることができまし
た。しかし、文系の学生には従来、そうした共通言語がなかっ
た。全員がデータサイエンスを学べば、それはさまざまな専
門を持つ人同士の共通言語としても機能し、ネットワークを
構築する一つの手段となるはずです」
　さらに、大学が産学連携や地域共創のハブとしての役割を
求められる今、「ネットワークで補完し合うという発想は、大
学そのものにとっても重要になっていく」と村上氏は言う。
　「今後の大学は、地域のコンサルティング役のような機能を
持つようになり、その中で各自が専門性を高める研究をして
いる、という状態になっていくのではないかと思っています。
その際、その地域の大学に必要な専門家がいなければ、ネッ
トワークを使って他の地域の専門家に取り次ぐ必要が出てき
ます。問題はそのコーディネーター役を誰が担うかです。大
学にも、専門内でのネットワークである学会以外に、開けた
ネットワーキングの仕組みがほしいところですね」
　村上氏の所属する応用哲学会では現在、そうしたネット
ワーキングにも取り組んでいるという。他にも人工知能学会
など、新しい学際的な分野では多様なバックグラウンドを持
つ人が集まりやすい状況だ。
　「こうしたことは、単純な『文理融合』などで実現するもの
ではないように思います。具体的にはたとえば『自動運転』
といったような、個別の問題について考えるプロジェクト型
の場のほうが、コミュニティづくりのきっかけになりやすい
のではないでしょうか。しかし理想を言えば、できればもう
少し継続的なコミュニティづくりができるとよいと思ってい
ます。かつて国立大学は国全体でポートフォリオを組んでい
て、国全体としてネットワークも成立していたと思うのです
が、大学ごとの運営に分かれたせいでかえって硬直化を招い
てしまったようにも感じます。それを変えていくには、『後
任』という考え方を捨てて新しい人を入れるといったように、

人事面での工夫なども必要かもしれません」

リベラルアーツが
「ディーセンシー」の感覚を育み
今後必要な「人間としての判断力」を支える

　現実には、必要な教育や社会システムが整うのを待つ間も
なく科学技術は進化している。たとえば医療の現場でのAIに
よる画像診断など、人間よりもAIのほうが正確な判断ができ
る、という場面もすでに生まれている。それでも、「価値観は
人間の側で持つべきものだ」と村上氏は強調する。
　「AIホスピタルについて言えば、『正確な診断』をそのまま
受け止められる患者さんばかりでなく、ショックを受けてし
まう人もいます。そういう人へのケアは人間にしかできませ
ん。またそもそも診断のもととなるデータについては『見逃
しがない』という信頼感が不可欠です。たとえば経済的な合
理性を理由に『この検査は高額なので行わない』とデジタル
に判断され、そのデータが欠けた状態で診断するようなこと
はあってはならない。そういうことが起こらないようコント
ロールするのはやはり人間ということになります」
　人間の判断が必ず残るのであれば、そうした判断力を養う
教育も必要だ。そのためにはまず「学び方」として、「プロ
ジェクトベースドな学びが有効」と村上氏は考える。実際に
プロジェクトを動かしていくときに、技術を学ぶだけではな
く、その技術を使うための資源や法・規則についても理解を
深められるからだ。
　一番大事なのは、学びによるエンパワーメントの場面だ。

「今後の社会の中で肝になるのは『女性』や『地方』ですから、
そうしたキーワードに当てはまる人のスキルアップやエンパ
ワーメントが国の底力になるはずです。そこでは、地方にあ
る国立大学が役に立つと思います。充実した情報インフラが
ある都市と比べて、地方ではそれにアクセスするのが難しい
こともあるので、国立大学が地域の教育機関と連携して情報

インフラを整備するのです。このように、地方にある国立大
学は、大人の学びなおしのコアになりえます」
　「基礎的な学力は、『実生活にどう応用するか』という学び
で補って初めて意味があります。『学んだことを活かして何
かをしたら、誰かが笑顔になった。学んでよかった。』という
ような経験が必要なのです。こうしたことは『こうなったら
嬉しいからやりなさい』というお仕着せで教えても意味がな
いのでパッケージ化は難しいのですが、一方で教員にとって
も経験のない手法です。そういう意味で、子どもや非専門家
に直接関わる人をどう育てるかも課題になるでしょう」
　また、こうした「人間としての判断力」を支えるためにぜひ
身につけておかなければならない概念として村上氏が挙げる
のが、SDGsの中にも登場する「decent＝まとも」という概
念だ。「ディーセント」であるとはどういうことなのかを理解
し、自分がそれを侵害されたと感じたらはっきり「嫌だ」と言
える力は、意識して身につけておかなければ発揮できない。
リベラルアーツ教育にはこうした力を支える役割もあると村
上氏は言う。
　「自分が不当な扱いを受けたときに『嫌だ』と言うために
は、デジタル教育と並行して人間の安全保障や持続可能性に
ついても教える必要があります。情報技術はあくまでも人間
が安心安全に暮らすためのものであり、その前提抜きに『デ
ジタルでこんなことができる』という考え方をしてはいけな
い、という感覚を養うのです。実はこうした教育は、今まで
日本ではあまり行われてこなかったように感じています」
　村上氏自身もSDGsの授業を担当する中で、「君たちの生活
はどこかで侵害されているかもしれない」「まともじゃないこ
とになっているのではないか？と考える時間を取ろう」とよ
く話すそうだ。「学生さんにどれだけ通じているかはわかり

ませんが、そういうことを言っていた人がいた、という経験
は若いときにワクチンとして重要なのではないでしょうか」
　自分を守れて初めて他の人を守ることができるし、何から
守らなければいけないのか判別するためには自分とは違う人
たちが何をどう感じているのかを学ぶことにつながるリベラ
ルアーツが必要なのだ。
　判断そのものはデジタルに下される時代になっても、それ
をどう扱うかという価値観は人間のもの。また価値観は一つ
ではないので、異なる価値観を持つ人々がそれぞれにディー
セントであると感じられることも必要だ。そうあるべきとこ
ろを単純に一元化してしまうとディーセンシーが失われてし
まうのであり、だからこそ多様性の確保が欠かせない。
　「そうしたことに気づくためにも、一つの専門にとらわれる
ことなく幅広い分野を学び、深く考えるリベラルアーツに意
義があるのです」
　とくに理系の学生・社会人は自分が作り出そうとしている
ものが社会にどのような結果をもたらすのか、リベラルアー
ツを通して早期から意識することが大切だ。回り道に見える
かもしれないが、制度整備と共進化させていけなければ安心
して使える技術にはならない。

村上 祐子（むらかみ ゆうこ）

1968 年生まれ。東京都出身。東京大学教養学部卒業、東京大学大学院
理学系研究科修士課程修了後、2005 年インディアナ大学大学院博士課
程修了。Ph.D. （Philosophy）。2006 年～国立情報学研究所特任准教
授、2008 年～東北大学准教授を経て、2018 年立教大学理学部数学科
特任教授、2020 年 4 月より現職。専攻は論理学・哲学・科学技術社会論。
道徳推論のモデル化と、人工知能研究が哲学に及ぼす影響に関心を持つ。
共著に『科学技術をよく考える』『情報倫理入門』、共訳に『ロジカル・ディ
レンマ』『理性はどうしたって綱渡りです』

講義、授業の様子（村上氏提供）

取材を実施したのは人工知能科学研究科の専用スペース。さまざまな交流を促進する工夫も凝らされている。
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山形大学は、「地域の子どもたちに多様な知（STEAM
教育）を直に届ける開かれた大学へ」をミッションとし、
令和 4 年度に地域共創 STEAM 教育推進センター（YU
★ STEAM）を設立した。地域的ハンディキャップなく
誰もが豊かな学びへアクセスでき、拡散的思考力と課
題解決力を高めることで未来を生き抜く力を育成するこ
とを目標に、同大学の知や設備をコモンズ化し、小中
高校生を対象とした様々なイベントを開催している。

今年度の主たるイベントである「やまだいキッズラボ
2022」では、本学教員が講師となり、「ドローン謎解
きレースで 3 次元の視点を養おう！」や NPO 法人と共
同で開催した「ブラックホールってなんだ⁉　作って学
んでみよう！」などを行った。幼少期から地域の大学を
より身近に感じてもらうため、専門的な講義のみならず、
大学の知や設備を活かした体験型プログラムなどの教
育コンテンツを開発し、地域へと提供している。2023
年度は地元企業との連携事業も検討しており、子ども
たちが自発的に考え、新たな価値を創造する場を産学
協働で提供する。キッズラボ以外にも、探究学習のサ

ポートや出前授業・講演会、教員研修等も行っている。
当センターが提供する興味の開拓から深化へとつなが
るプログラムが、子どもたちの能力を引き出し、山形県
全体の活力に繋がるこ
とが期待される。

北海道国立大学機構 03 01 

04 02 

商・農・工の分野融合によるリベラルアーツ教育を展開する
教育イノベーションセンター

商学、農学、工学を専門とする小樽商科大学、帯広畜
産大学、北見工業大学の運営法人として、三法人の経
営統合により令和4年4月に設立された北海道国立大学
機構は、機構設立と同時に、北海道における商農工連
携・融合によるイノベーション型の人材育成拠点「教育
イノベーションセンター」（ICE/Innovation Center for 
Education）を設置した。

同センターは、北海道産業・経済の課題を解決する高
度人材の育成をミッションに掲げ、「社会・企業において
経営・会計を理解し、専門分野の知識・技術の社会的影
響力・有用性が判断できる人材」（農学系・工学系学生）
及び「ビジネス・企業において技術的優位性を把握・評
価し、適切な投資・融資、マーケティングができる人材」

（商学系学生）を育成人材像として、様々な教育プログラ
ムを開発・実践している。

三大学は、経営統合準備期間中から各種連携教育プ
ログラムの開発・試行を進め、令和４年度は学部教育に
おける分野融合教育が本格スタートした。計31の教養教
育・リベラルアーツ科目を相互提供・共同運用し、履修者
は延べ6,871名（提供大学を除くと1,140名）に及ぶ。各

科目は、数理的思
考、データ分析・
活 用能 力を習 得
するための導入教
育「数理・データ
サイエンス科目」、
分 野を 越 えた専
門 知を育 成 する
ための導入 教 育

「文理融合導入科
目」、地域の課題
解決に向けた意識を涵養する基盤教育「地域理解・課題
解決科目」、ビジネスプランを立案・実施できる能力を育
成する「ベンチャーマインド醸成科目」の位置付けで展開
し、学生の多様なニーズに応えている。

令和5年度は、相互提供・共同運用科目を拡大すると
ともに、三大学の専門科目を複合的に組み合わせた科目
群で構成する３つの「副専攻型プログラム」（アントレプレ
ナーシッププログラム、スマート農畜産業プログラム、ス
ポーツ・健康プログラム）の運用を開始する。

山形大学
山形県内における小中高校生向け
STEAM 教育推進活動の取組

東京大学
未来社会をデザインできる次世代の育成を目指した
新しい STEAM 教育の開発と実践

予測困難な時 代に
お いて、未 来 社 会 を
デザインでき、かつ、
Society 5.0の実現の
ため、研究やその成果
を教育に展開すること
を目的として、東京大
学生産技術研究所に
は「次世代育成オフィ
ス：Off ice for the 
Ne x t G enerat ion

（ONG）」が設置され
ている。ONGで はさ
まざまな機関・企業と
連携し、「新しい知の
創造」と「社会的価値
の創造」を通して、グ

ローバルな視点に立ち、インクルーシブな未来社会をデ
ザインできる創造性を持った次世代のイノベーション人

材育成に向け、データ分析に基づいた新しいSTEAM教
育※を開発・実践している。
　産 業 界（ 東 京メトロ、JAL 等）と連 携したワーク
ショップや東京大学グローバルサイエンスキャンパス

（UTokyoGSC）といった教育プログラムを実施する
ほか、貸出教材や Web・映像教材などの開発も行っ
ている。オンラインや対面などそれぞれの環境に対応
した個別最適な教育システム・手法を開発している。
また、教育データ分析結果を研究者にフィードバックす
ることで、新たな社会的課題やニーズを明らかにし、教
育データ活用の新たな展開を推進している。
　こういった研究を基盤とした STEAM 教育プログラム
の研究・実践を通して、創造性を育む教育の実現を目指
している。

東京医科歯科大学
三位一体型総合学習による学びのモード転換：
グローバル教養総合講座

東京医科歯科大学は「知と癒しの匠を創造し、人々の
幸福に貢献する」をミッションに掲げ、（１）幅広い教養
と豊かな感性を備えた人間性の涵養、（２）自己問題提
起、自己問題解決型の創造力豊かな人間の養成、（３）国
際感覚と国際競争力に優れる人材の養成、を教育理念と
している。これらの理念実現のための第一歩として、入
学直後の１年生全員（約280名）に、グローバル教養総
合講座と呼ばれる三位一体型総合学習（基礎ゼミ・文章
表現リテラシー・情報活用リテラシー）を実践してきた。
学科を横断した7 ～ 8人の小グループを編成し、「生と
死と現代社会｣「科学技術がもたらす光と影」等のグロー
バルな大テーマに沿って各グループが独自の課題を設定
し、グループ内外での議論を通した頭脳循環により問題
解決を目指す。そして最終発表会にて、成果をスライド
にまとめ発表する。本授業により、教えられたことを暗
記するだけの学びからモード転換を図り、自ら主体的に
学びつつ幅広い視野を獲得し、「答えのない難問」に対
応するための総合知を養う。

①幅広い視点、②自発的な学びの態度、③学科を超
えた相互理解、を本授業から得られたかという問いに、
80%以上の学生が「はい」、と回答している。本授業が学
生の主体的・協働的・探究的な学びの涵養にポジティブ
な効果を与えていることがわかる。本学は第４期中期計
画にてクリニシャン・サイエンティスト並びにサイエンティ
フィック・クリニシャン（CS/SC）育成を掲げ、2023年度よ
り学部教育カリキュラムを大幅に変革する。 教養教育に
おいては、本授業を引き続き教育の中核として位置付け、
２科目（グローバル教養総合講座、アカデミック・リテラ
シー）に分けて実施することで、さらに内容の拡充を図る。

期待できる成果・評価、今後の展開　

UTokyoGSC の様子。高校生自らが研究計
画を練り、本学の研究室で研究活動を行う。
半数以上が女性なのが特徴。

産学連携ワークショップの様子。科学技術が
社会に結実する現場に触れ、科学技術と社
会とのつながりを知る機会としている。

北海道国立大学機構の経営ビジョン
https://www.nuc-hokkaido.ac.jp/document/
about/vision/vision.pdf

※�STEAM教育：Science, Technology, Engineering, [Liberal-]Art[s], 		
and Mathematics の略。各教科での学習を実社会での問題発見・解決に活かし
ていくための教科等横断的な教育。

次世代育成オフィスHP：	 https://ong.iis.u-tokyo.ac.jp
生産技術研究所HP：	 https://www.iis.u-tokyo.ac.jp/ja/
UTokyoGSC HP：	 https://gsc.iis.u-tokyo.ac.jp

HP：https://yu-steam.com/

キッズラボ 2022 の「ドローン
謎解きレースで 3 次元の視点
を養おう！」の様子

山形県の地域社会と山形大学をつなぐ地
域共創 STEAM 教育推進センター（YU ★
STEAM）の概略図

東京医科歯科大学　新教養教育の流れ（2023 年度〜）

キッズラボ 2022 の「ブラック
ホールってなんだ⁉　作って学
んでみよう！」の様子
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【特集】大学と新しい学び

東北大学
新入生自身が知的好奇心のコアをとことん見つめ直す
～学問論と挑創カレッジを通して

福島大学
「ふくしまSTEAMプロジェクト」を通した大学でのSTEAM教育実践と地域
でのSTEAM教育体制の構築

東京学芸大学
教員養成大学における産学連携によるSTEAM教育の取組

お茶の水女子大学
グローバル女性リーダーを育む全学的ジェンダー教育への取組

電気通信大学
「実践型UECデータサイエンティスト養成プログラム」で
全学的なデータサイエンス教育を実施

茨城大学
全学での主体的・横断的な学修活動の促進が
新しい教育組織の構想へと発展

新潟大学
学ぶ目的を意識して学生自らデザインする
オーダー・メイド型マイナー・プログラム

信州大学
学生も学びの環境を大学や社会と共創する

「ローカル・イノベーター養成コース」

富山大学
地域と連携したプロジェクト授業による新しい学び

金沢大学
未来の科学を創成する人材を養成
～令和5年4月：スマート創成科学類設置～

浜松医科大学
医学部におけるアントレプレナーシップ教育の推進

東海国立大学機構名古屋大学
学生の主体的学びを重視した質の高い「知」の獲得を目指す
教育システムの構築

豊橋技術科学大学
学部から大学院まで、高度な技術者養成のための

「対話」型リベラルアーツ教育

大阪大学
未来の様々な社会課題に挑戦する力強い人材の輩出のために
～高大連携活動とSTEAM教育～

徳島大学
新しい価値を創り出せる人材の育成　「医光／医工融合プログラム」

香川大学
「STEAMLearning 」の視点による、地域の魅力の再発見『四国鉄旅』

愛媛大学
分野横断大学院教育により地域課題を解決する人材育成を目指す
～令和５年４月：地域レジリエンス学環設置～

高知大学
アートマネジメント人材の育成 
―地域に根ざす新しい芸術教育のプラットフォームづくり―

熊本大学
仮想現実による「スキルの育成」と

「学ぶ意欲と態度の育成」を目指した教育方法の開発

大分大学
大分大学STEAM Lab.の活動について

鹿児島大学
異分野連携コミュニティ・ベースド・ラーニング：
外海離島における保農獣工連携家庭訪問プロジェクト

琉球大学
島嶼地域社会の自律的・持続的発展に向けた
地域共創型数理・データサイエンス・AI教育モデル普及展開

情報・システム研究機構
新学習指導要領とSTEAM教育が創り出す

「社会に活かす統計の考え方」への取組

滋賀大学では、2022年度から全学共通教養教育を再
編し「リベラルアーツ教育」に改革した。複雑化した現代
社会では、専門領域に関する知見のみならず、幅広い知識
と柔軟な創造力が必須になるという認識のもと、リベラル
アーツ・STEAM教育研究センターを新設するなど、文理
融合型教育を全学的に展開している。

改革の目玉として、従来の全学共通教養科目を「ヒュー
マニティーズ」、「サイエンス」、「クリエーティブ・スタディー
ズ」の３分野に再編し、Society5.0時代に必要とされる
新たな領域・科目を設定した。特に「クリエーティブ・スタ
ディーズ」分野においては、「アート思考」、「デザイン思考」、

「アントレプレナーシップ」などの科目を開講し、分野横断・
課題解決型のSTEAM教育を目指している。この分野では、

「ヒューマニティーズ」「サイエンス」両分野で学んだ成果を
統合し、課題発見能力・価値創造力の育成を図る。

また、同大学では、データサイエンス学部・研究科の
創設をはじめ、いち早く数理・データサイエンス・AI教育
に取り組んできた。データサイエンス・AIに関する科目は
全学必修化されており、文部科学省より特に先導的として

「数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシー
レベル）プラス」に選定されている。さらに、全学部におい
て「応用基礎レベル」のプログラムを実施している。こうし
た時代の変化を見据えた実践的な取組は、企業等からも
高く評価されているところである。

以上の取組を通じ、同大学を卒業する全ての学生に数
理・データサイエンス・AIを活用する基礎的な能力を獲得
させるとともに、「データサイエンス」×「リベラルアーツ」
により、社会の発展と新たな価値創造にデータを活かすこ
とができる人材を育成していく。

05 

06 

Challenge! 国立大学
『未来を創る人をつくる！』
学生は、多様でわくわくする新しい学びによって、課題発見・
解決力、価値創造力、未来構想力を身に付けています。

各国立大学の取組内容については、
こちらよりご覧ください。

滋賀大学

九州工業大学

「データサイエンス」×「リベラルアーツ」による
未来創生教育の推進

キャンパス内に多様性を
- 共創空間をハブに産業界を巻き込んだデジタル人材育成-

産学官の “ 交わり ” の形成拠点
【GYMLABO （ジムラボ） 】

休眠していた旧体
育館をリノベーション
したコワーキングス
ペ ース「GYMLABO

（ジムラボ）」を2022
年5月にオープン。学

生だけでなく産業界、地域社会の方々が日常的に訪れ、
様々な交わりから新たなオープンイノベーションが生み出
されることを目指す。施設内に設けられた民間企業向け
シェアオフィスも全て埋まり、企業主催イベントも増加す
るなどますますの活性化が期待される。また、施設内に
は一見ミスマッチとも思えるベーゼンドルファーのグラン
ドピアノが設置され、GYMLABO内における人と人とを
繋ぐ重要な役割を果たしている（ピアノを中心としたイベ
ントも多数実施）。

IT エンジニアリングスキルアップ講座
【KCL （Kyutech Code LAB）】

プログラミング学習をキーワードに「世の中の課題をIT
で解決できるエンジニア」の育成を目指す取組。一番の
特徴は、企業
で 活 躍 す る
エンジニアの
方々にも実際
に参画いただ
く点にある。

大学院教育では、マテハン装置や先端計測機器など企
業の持つAI技術を実際の教育に取り入れ、課題解決のみ
ならず問題発見型演習を経験させることで、これからの産
業界を牽引する高度専門人材を育成している。

企業の技術やデータを活用した
実践的な大学院教育

滋賀大学リベラルアーツ教育ＨＰ
https://www.shiga-u.ac.jp/program/curriculum/liberal_arts/
滋賀大学数理・データサイエンス・AI 教育プログラムＨＰ
https://www.shiga-u.ac.jp/program/curriculum/mdash/

KCLのピッチコンテストの様子
企業の方との活発な交流の機会に


